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第２回伊平屋村産業経済活性化協議会

（石原委員ご提供資料）

2024年２月

資料２-２
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中学生との商品開発

１億８０００万円
の売り上げ

売上は年平均
３０００万円

を超える
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シークワサー酢での検証（４倍の
差）

①生産者が原料出荷 ８２０万円

②すべての販売数量に対して
１５円の還元 教育支援 １２０万円
＊地元販売者権利

③地元で販売 ２３６０万円

地元に落ちる金額総合計 ３３００万円３４％

１次産業利益

８．５％

２次産業利益

３次産業利益

８万パック販売時の経済効果 ９６００万円

取るだけ出すだけ ８２０万円

加工して権利を持って販売する ３３００万円

１０分の１経済

６次産業化
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・予算化

・村内調整
大宜味村
役場

コープ
おきなわ

・全体コーディネート、開発指導、

・組合員交流・お店での販売体験支援
・業者選定、販売支援

北流興産・
玉城酢 ・シークワサー酢開発、製造

ＪＡおきなわ ・シークワサーの生産、販売支援

総合包装 ・デザイン・ネーミング指導

大宜味の中学生（商品）を核とした
プラットホーム型チームづくり（協働）

南島酒販 ・商品普及、販路拡大

地域協議会 ・販売者、アンケート協力、普及
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大宜味中シークワサー開発概念図
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コープおきなわ

JAおきなわ

問屋・土産問屋

学校給食

南島酒販

大宜味道の駅

JA組合員

地元・観光客

ホテル・量販・土産店

居酒屋

児童・生徒

組合員

商品開発を中学生が行い、地域の宝とする
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情報公開（関係者で実績を共有）

「ポイント見える化」
実積を関係者で共有
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コーヒーの流通（搾取の論理）

チェリー パーチメント
コーヒー 生豆 焙煎豆 コーヒー

250円100円 600円 1600円 16000円

40杯分1kg

工程が進むにつれ、売価が上がります。

どこまで生産者で出来るようになるか？は大切なポイントです

500g
カフェで販売９０％は業者に販売

１０％は買い戻して
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三戸高校存続問題事例構築

岩木屋

製造業者

販売者
三戸
道の駅

丸大堀内
代理店

岩木屋
ネット販売

岩木屋
販売網

コープあおもり

ＪＡあおもり

青森内道の駅

コープ量販

ネット販売
ふるさと納税返礼品

三戸高校

三戸行政

三戸販売協力店

納品

納品

納品

納品

納品

発注

発注

協働
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